

１　次の二人の会話を読み、問題に答えましょう。


（問題）さて、あなたなら、この道具を使って、どのようにしてボールの速さを調べますか。

領域：「量と測定」

　単元：「単位量あたりの大きさ」

　評価の観点：
出題の趣旨：速さの求め方を考えることができるかどうかをみる。
解答：(例）ボールを投げたときにストップウォッチを押して、ボールが落ちるまでの時間を計る。
巻き尺で、ボールが飛んだ距離を測り、距離を時間で割って速さを求める。
２　次の表は、まさおさんとけんじさんが、自転車で家から交番まで行ったときの、道のりとかかった時間を表しています。この表についての二人の会話を読み、問題に答えましょう。

交番までの道のりと時間

	
	道のり（km）
	時間（分）

	まさお
	1.8
	9

	けんじ
	1.25
	5



（問題）さて、あなたがけんじさんなら、この後、どのように説明しますか。

領域：「量と測定」

　単元：「速さ」

　評価の観点：
出題の趣旨：道のりとかかった時間が違う場合の、速さの比べ方を説明することができるかどうかをみる。
解答：(例）「道のり(km)÷時間（分）」をすると、１分間に進む道のりになる。だから、１分間で0.2km進むまさおさんより、１分間で0.25km進むぼくの方が速いと言えるよ。「時間（分）÷道のり（km）」をすると、１km進むのにかかった時間になる。だから、１km進むのに５分かかるまさおさんより、１km進むのに４分しかかからないぼくの方が、速いと言えるよ。つまり、わり算をして求めた数字が、大きい方が速いときと、小さい方が速いときがあるんだ。何を求めているわり算なのか、間違えないようにしようね。
【 小学校算数・単元別問題 】
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２人が、ボール投げをしています。





Ａさん：「Bさんはボールを遠くに投げられるね」


Ｂさん：「高く投げたからじゃないかな。Ａさんはすごいスピードで投げていたね」


Ａさん：「２人が投げたボールのスピードって測れるのかなあ」


Ｂさん：「およその速さなら測ることができるよ」





といって、ストップウォッチと５０m巻き尺を持ってきました。
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２人は、どちらが速かったと言えるのか、話しています。





まさおさん：「ぼくは1.8÷９＝0.2 、けんじさんは1.25÷５＝0.25で、ぼくの数字が小さいから、ぼくの方が速かったよ。」


けんじさん：「まさおさん、それはちがうよ。速かったのは、数字が大きいぼくの方だよ。」


まさおさん：「それじゃあ、逆にわったらどうなの？ぼくは９÷1.8＝５、けんじさんは５÷1.25＝４で、ぼくの方が数字が大きいから、ぼくの方が速かったよ。」


けんじさん：「まさおさん、それもちがうよ。速かったのは、数字が小さいぼくの方だよ。」


まさおさん：「えー、なんだか頭がこんがらがってきたよ。」





と言って、頭をかかえました。





関・意・態





知識・理解





数学的考え方





技能











○





○














